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上から目線を避け、質問を大切に扱う
全体共有することで質問者を立てる
藤㟢　なるほどピンポイントですね。具体的には何が
あったのですか。
森田　はい。1つのワークが終了し、私が解説をして
いる際に、一人の受講者が明らかに戸惑いの表情をみ
せ、その後の休み時間に私のところにいらして、「納
得がいかない。解説は理想論のきれいごとであって現
実的ではない」と言われました。
藤㟢　ストレートにおっしゃっていただいたわけですね。
　まず森田さんに、講師の心構えとして持っておいて
ほしいことがあります。それは、「相手の質問を大切
に扱う」気持ちです。
　反論があった場合、質問者はご自身がすでに同じこ
とを試された、または周囲でその行動をとったが望ま
しい結果が得られなかった経験をお持ちかもしれませ
ん。
　ですから、「失敗を恐れずに、まずはやってみてく
ださい」という解説のゴリ押しのような対応は絶対に
避けなければなりません。私はわかるけれども、あな
たはまだわかっていないという上から目線（＝子ども
扱い）の態度として相手の目に映る危険性があります。
　せっかく個別に質問をしに来てくれたのですから、
質問者が望む状態を詳しくうかがって、必要であれば
先程の解説に具体的な補足説明を加えるか、ほかに考
えられる手段をお伝えするのがよいでしょう。
　加えてもう1つ、やっておくとよいことがあります。
受講者全員への開示です。休み時間明けに、「この休
み時間に質問を受けました。だれにでも起こり得る内
容でとても良い質問だったので、ぜひ皆さんにも共有

前回の振り返りで、導入での場の醸成と
大まかな進行手順のポイントはつかめまし

た。今回は少し細かいケースになりますが、当方
の解説にあまり納得されていない方への対応をど
のようにすればよいのか教えてください。（森田）
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ってくれますが、手順だけは講師にしかわかりません。
ここは間違いが起きることを前提として、くどいくら
いに丁寧に、時間をかけて説明をしてください。それ
が受講者の作業集中を引き出すポイントになります。
【グループディスカッションの場合】
　グループディスカッションでは、議論するテーマを
はっきりと提示したあと、できればホワイトボードや
ポストイットなどグループメンバー全員が目で確認で
きる物を使って、ディスカッションを進めさせること
です。テーマを最初に書かせることで、議論の脱線を
防ぐこともできます。
　さらにディスカッションへの集中を高める方法とし
ては、途中で議論を止めて他グループがそれまでにま
とめた内容の発表を聞かせるか、会場を歩きまわって
他グループが書き起こしたものを見てまわらせること
を挟むと、その後の議論の深みが増す効果があります。
　これもオプションですが、各グループからのディス
カッション結果の発表に際して、発表順や発表者を講
師が決める手法もあります。ある程度の緊張感を与え
続けることで、ディスカッションへの自発的な関与を
求めるのです。発表者をこちらで指名する場合は、発
表直前ではなく 5〜 10分前に指名し、残りの時間を
グループメンバー全員で代表者が発表する内容や手順
を精査することに充てさせることが大事です。これも
発表者ではない受講者の「他人任せにする」気持ちを
少しでも排除することが目的となります。
森田　最後までワクワクとドキドキを与えてかかわら
せるのですね。
藤㟢　はい、そのとおりです。個人ワークでは自分の
時間に没頭してもらうためにやり方で迷わせない。グ
ループワーク（ディスカッション）では一個人の役割
がグループ内で薄まらないような工夫をするというこ
とです。
森田　聞けば聞くほど、今後、講師として持っておく
べき手法の引き出しが増える気がしてきました。
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させてください」と切り出し、名前は伏せたうえで問
われた内容とそれに自分がどう答えたかを会場全体で
共有するのです。少しいやらしい言い方になりますが、
異議を唱えた質問者を味方につけるやり方です。
　小さな反意を抱いていた受講者にとっては、研修受
講者全員の役に立つことができたわけですから、悪い
気持ちはしないはずですよ。
森田　いまにして思えば、自分の説明が伝わらなかっ
たと思い、懸命に補足説明や思いつく事例をあげて、
解説の正当性を主張しようとしていたように思いま
す。相手の質問を大切に扱うことや味方につけるとい
う発想は全くありませんでした。ありがとうございま
す。
個人ワーク／グループディスカッションで
受講者の集中力を高める方法
森田　次にうかがいたいのは、受講者の集中力につい
てです。一日中研修に集中するのが難しいことはわか
っていますが、「ここはお願い、集中して！」という
ときに、どのような方法がありますか？
藤㟢　これはまた大きなテーマが飛んできましたね
（笑）つまり、緩急をどのようにつけるかということ
が訊きたいのですね。少し具体的な場面を設定して、
お話しましょう。
【個人ワークの場合】
　個人ワークをする場合は、①目的の説明、②ワーク
がその後の何につながるかの説明、③具体的な作業手
順の説明、④グループ共有の有無と方法の説明、⑤解
説、というのが一般的な流れです。
　①と②は「なぜやるのか」、③と④は「何をやるのか」、
⑤は「どう活かすのか」という塊ですが、時間をかけ
て懇切丁寧に行ってほしいのが「何をやるのか」の手
順説明です。
　私の失敗経験上、ワーク時間が始まってから「何を
やるの？」と周囲に確認をとっている状態が一番のエ
ネルギーロスになります。目的と解説については、受
講者自身が想像力を働かせてこちらの言葉の不足を補

入社5年目の森田美咲さんは、人材開発部門アドバイザー藤㟢さんの指導を受け、初めて企画した中堅社員研修を無事に終えることができました。しかし当人は、
「もっとできたはず」と浮かない様子です。藤㟢さんにお願いして、振り返り作業を始めました。
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